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はじめに 

 

2007 年 11 月 30 日，鋼橋技術研究会主催で「トークイン・日本の鋼橋を考える」が

開催され，多くの方々に参加いただき，大変貴重な講演と活発なディスカッションが

なされました．また，一部には申し込みいただきながら，会場の関係で参加をご辞退

いただいた方々もたくさんいらっしゃいました． 

本報告書は，鋼橋技術研究会会員はもとより，参加いただけなかった方々をはじめ，

関係する多くの方々の今後の業務に役立つよう，当日の内容をなるべく忠実に記録し

たものです． 

 

当日参加者数 

出席者数 
 申込数 

会員 非会員 

官公庁・財団・協会等 １０５  ５ ９５ 

学校関係 ２５ １８ １０ 

民間企業 １９３ ８４ ３３ 

合 計 ３２３ １０７ １３８ 
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